鹿島茂コレクション２　「バルビエ　ｘ　ラブルール展」

―　アール・デコ、色彩と線描のイラストレーション　－

　「アール・デコ（装飾美術）」は、アール・ヌーヴォーに続き1920～30年代にかけて欧米中心に流行した芸術で、絵画・彫刻といった美術作品から、建築、家具、工芸品、室内装飾、ファッションに至るまでの日常生活の全ての領域に取り入れられている。

　「絵画」の主要なモチーフは、髪を短く切り社会に進出した新しい女性像であり、「ポスター」は近代都市文明・産業社会において重要な宣伝媒体となり、ここから写真を使ったポスターの「現代グラフィック・デザイン」が始まった。
　フランス文学者「鹿島茂」コレクション２として「バルビエ　ｘ　ラブルール展」が、練馬区区立美術館（中村橋駅北口）で開催（６月３日まで）されている。

　二人は、ほぼ同じ時期に活躍し「アール・デコ様式」に共通点があるものの、スタイルや画風はかなり異なっており、色彩と線描のイラストレーションを副題としての興味ある展覧会の開催である。
　「バルビエ」は、主に最新のファッションの女性題材にして鮮やかな色彩で妖艶なまでに描き、当時の代表的なモード雑誌の挿絵、豪華挿絵本、映画、舞台の衣裳デザインまでを手がけ、しなやかな肢体の表現、大胆な構図で躍動感のある色彩で描写している。
　「ラブルール」は、「バルビエ」のような色彩豊かな画面とは異なり、シャープで緻密な線画によって構成する版画家であり挿絵画家でもある。とりわけ、木版、銅版の技術を駆使して鮮明な線描のものトーン版画作品を描いており、“細部の表現がみどころ”である。
東京支部　　　岩田　博俊


[image: image2.jpg]BELE L2732 2

NIVE L X))V —)v )it

T T A AREEBRMDATAI—ar | 201244 J8HIHI -6 H3HH]

% — Lo .. PABERER]FETI0BE —FERORF (ARRSEE3052T) | (RAEH: AMEH L. 4A30H1A-RIBE. B5H1 BUAULHRE
iR & X 1T 3 fifi B BH %S00, % KA BLU65-7458 300/ 2L F L0 750 E S (20 b & EHEI R HY
NERIMA ART MUSEUM

0SB X RS FECHTBIL | BER 7S AR | BT 7 - Yan Ao A Tr Ry

P ———





[image: image1]